
次
号
は
３
月
１１
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

                     

                     

盛大に「守山区の日」記念行事

客
席
と
舞
台
が
一
緒
に
〝�
歳
〟祝
福

                     

親子そろって焼き芋大会

「おばたおやじの会」が恒例行事

                     

森孝中など９校が見事達成
２００日間自転車無事故無違反ラリー

                     

                     

ト
ヨ
タ
・マ
ス
タ
ー
・プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
～

４
月
２３
日

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

                     

                     

                     

　
▽
内
藤
種
子
さ
ん
＝
川
上

町
＝
の
投
稿
写
真
①

　
春
か
ら
縁
起
が
い
い
―
。

通
っ
て
い
る
高
齢
者
サ
ロ
ン

で
い
た
だ
い
た
、
画
用
紙
で

手
作
り
し
た
ツ
ル
で
す
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
▽
金
井
充
さ
ん
＝
鳥
羽
見

２
＝
の
投
稿
写
真
②

　
自
宅
前
の
駐
車
場
の
植
え

込
み
で
猫
が
雨
に
打
た
れ
て

い
ま
し
た
が
、
誰
か
が
置
い

て
く
れ
た
傘
で
雨
宿
り
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
▽
奥
村
勝
志
さ
ん
＝
森
孝

２
＝
の
投
稿
写
真
③

　
香
流
川
の
桜
並
木
で
、
白

と
黒
の
〝
サ
ル
ノ

コ
シ
カ
ケ
？
〟
の

群
生
を
発
見
。
囲

碁
か
チ
ェ
ス
で
も

始
め
る
の
か
な

…
。

　
◇
　
　
◇

　
▽
石
原
仁
さ
ん

＝
小
幡
中
３
＝
の
投
稿
写
真

④　
わ
が
家
で
咲
い
た
黄
色
の

カ
ト
レ
ア
で
す
。
ピ
ン
ク
色

は
、
よ
く
見
ま
す
け
ど
ね
�

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
▽
柴
田
典
光
さ
ん
＝
川
宮

町
＝
の
投
稿
写
真
⑤

　
わ
が
家
か
ら
―
。
名
古
屋

駅
か
い
わ
い
の
高
層
ビ
ル
群

と
夕
焼
け
が
あ
ま
り
に
も
美

し
く
見
え
た
の
で
、
思
わ
ず

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
な

た
が
日
常
生
活
で
と
ら
え
た

〝
身
近
な
ス
ク
ー
プ
〟
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
の
場
合
は
写

真
ほ
か
、
別
紙
に
①
住
所
②

氏
名
（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
も
）
③
電
話
番
号

④
写
真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「
紙
上
写
真
展
」
、
本
文

に
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー
タ

を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「区の日」を祝うさまざまな演奏が行われた

「できたよ」子どもたちに
熱々の焼き芋が配られた

各校生徒代表に大矢署長から表彰状が贈られた

毎回好評のコンサート ⒸＡｙｕｍｉ Ｋａｋａｍｕ

　
五
十
四
歳
に
な
り
ま
し
た
―
。
「
守
山
区
の
日
」
を
記
念
し
た
「
Ｗ
ｅ
　
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
　
Ｍ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
十
二
日
、
守
山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一
＝
で
開
催
さ

れ
、
約
四
百
人
の
来
場
者
で
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
守
山
警
察
署
＝
脇
田
町
＝
講

堂
で
先
月
二
十
七
日
、
管
内
の

中
学
・
高
校
が
参
加
し
て
実
施

さ
れ
た
「
２
０
０
日
間
自
転
車

無
事
故
無
違
反
ラ
リ
ー
」
達
成

校
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　
同
ラ
リ
ー
は
、
学
校
全
体
で

自
転
車
の
安
全
利
用
や
交
通
事

故
抑
止
活
動
へ
取
り
組
ん
で
も

ら
う
の
が
狙
い
。
昨
年
六
月
一

日
か
ら
十
二
月
十
七
日
の
間
、

自
転
車
事
故
で
過
失
の
重
い

「
第
１
当
事
者
」
と
し
て
警
察

に
認
知
さ
れ
る
生
徒
が
い
な
か

っ
た
九
校
が
達
成
と
な
っ
た
。

　
式
に
は
生
徒
代
表
と
先
生
ら

十
九
人
が
出
席
。
大
矢
和
隆
署

長
が
各
校
に
表
彰
状
を
手
渡

し
、
笑
顔
で
「
ず
っ
と
ず
っ
と

無
事
故
・
無
違
反
を
続
け
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
朝
の
集
会
で
全
生
徒
に
呼
び

掛
け
た
と
い
う
森
孝
中
学
校
生

徒
会
長
の
中
川
倫
太
郎
君
（
二

年
）
は
「
こ
と
し
も
達
成
で
き

て
よ
か
っ
た
。
さ
ら
に
校
内
に

広
め
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を

話
し
て
い
た
。

　
「
ト
ヨ
タ
・
マ
ス
タ
ー
・
プ

レ
イ
ヤ
ー
ズ
、
ウ
ィ
ー
ン
」

（中
日
新
聞
社
共
催
）コ
ン
サ
ー

ト
が
四
月
二
十
三
日
（
日
）
、

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
＝
中

区
金
山
一
＝
で
開
催
さ
れ
る
。

　
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
と
ウ

ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ら
三
十
人
で

特
別
編
成
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
登
場
。
「
ウ
ィ
ー
ン
・
グ

ラ
ン
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
題

し
、
第
一
部
で
は
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
の
『コ
リ
オ
ラ
ン
』序
曲
ハ
短

調
と
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交
響

曲
第
�
番
ニ
長
調
『
ハ
フ
ナ

ー
』
を
演
奏
す
る
。

　
ま
た
、
第
二
部
で
は
名
古
屋

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

が
参
加
し
て
、
大
阪
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
桂
冠
指
揮
者
・
大
植

英
次
さ
ん
の
指
揮
で
、
リ
ム
ス

キ
ー
・
コ
ル
サ
コ
フ
『
シ
ェ
エ

ラ
ザ
ー
ド
』
を
奏
で
る
。

　
午
後
三
時
開
演
。
入
場
券
は

Ｓ
席
七
千
円
、
Ａ
席
五
千
五
百

円
。
問
い
合
わ
せ
は
中
日
新
聞

コ
ン
サ
ー
ト
デ
ス
ク
＝
☎
（
３

０
８
）
８
２
８
２
＝
へ
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
「
ト
ヨ
タ
・
マ
ス
タ
ー
・
プ

レ
イ
ヤ
ー
ズ
、
ウ
ィ
ー
ン
」
が

演
奏
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
を

収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
を
本
紙
読
者
五

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
Ｃ
Ｄ
」
プ
レ

ゼ
ン
ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
三
月
一
日

（
水
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
し
、
発
送
を
も
っ

て
発
表
に
代
え
ま
す
。

　
守
山
区
の
誕
生
は
、
一
九
六

三
（
昭
和
三
十
八
）
年
二
月
十

五
日
。
一
九
八
九
（
平
成
元
）

年
に
二
月
十
五
日
が
「
守
山
区

の
日
」
と
し
て
制
定
さ
れ
、
区

民
ら
の
集
ま
り
「
区
民
ま
つ
り

実
行
委
員
会
」
が
祝
う
イ
ベ
ン

ト
を
毎
年
開
い
て
い
る
。

　
記
念
式
典
で
は
、
同
委
員
会

の
寺
田
浩
会
長
が
「
緑
が
た
く

さ
ん
、
空
気
も
お
い
し
い
、
伝

統
文
化
も
あ
る
。
地
域
の
魅
力

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

話
を
。
柴
田
久
司
区
長
は
「
区

は
五
十
四
歳
。
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん

は
四
歳
で
、
ま
だ
若
い
」
と
客

席
の
笑
い
を
誘
っ
た
。

　
続
く
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
セ

ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
メ
ン
バ
ー
と
金
城

学
院
大
学
の
学
生
ら
が
出
演
。

曲
間
に
各
楽
器
の
紹
介
を
交
え

な
が
ら
「
ア
イ
ネ
　
ク
ラ
イ
ネ

　
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」
「
踊
る

子
猫
」
と
い
っ
た
な
じ
み
あ
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
た
。

　
年
齢
制
限
の
な
い
会
場
で
は

小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た
家
族

の
姿
が
目
立
っ
た
ほ
か
、
大
き

な
拍
手
が
繰
り
返
し
起
こ
っ
て

い
た
。
ま
た
客
席
と
舞
台
が
一

緒
に
な
っ
て
、
区
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
「
Ｗ
ｅ
　
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
　
Ｍ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
�
」
を
楽
し

む
場
面
も
見
ら
れ
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
【
守
山
区
の
主
な
歩
み
】

　
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）

年
＝
高
間
、
二
城
、
小
幡
、
大

森
の
四
村
が
合
併
し
、
守
山
町

発
足

　
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）

年
＝
守
山
町
と
志
段
味
村
が
合

併
し
、
守
山
市
発
足

　
一
九
六
三
（
同
三
十
八
）
年

＝
守
山
市
と
名
古
屋
市
が
合
併

し
、
守
山
区
に
な
る

　
一
九
七
一
（
同
四
十
六
）
年

＝
守
山
区
総
合
庁
舎
（
区
役
所

し
ゅ
ん
こ
う

・
保
健
所
）
竣
工

　
一
九
八
〇
（
同
五
十
五
）
年

＝
東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
開

園　
一
九
八
八
（
同
六
十
三
）
年

＝
「
区
の
木
」
を
ど
ん
ぐ
り
、

「
区
の
花
」
を
き
き
ょ
う
に
決

定　
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年

＝
日
本
初
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム

ゆ
と
り
ー
と
ラ
イ
ン
（
名
古
屋

ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
）
開
通

　
二
〇
一
二
（
同
二
十
四
）
年

＝
区
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん
」
誕
生

　
二
〇
一
三
（
同
二
十
五
）
年

＝
守
山
区
制
施
行
五
十
周
年
記

念
式
典
を
開
催

　
父
親
が
子
ど
も
に
で
き
る
こ

と
―
。
親
子
の
触
れ
合
い
を
目

的
に
し
た
焼
き
芋
大
会
が
四

日
、
小
幡
小
学
校
＝
小
幡
一
＝

で
開
か
れ
、
児
童
と
保
護
者
ら

約
百
二
十
人
が
参
加
し
た
。

　
同
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
父
親
有
志

「
お
ば
た
お
や
じ
の
会
」
が
、

毎
年
こ
の
時
期
開
催
。
そ
の
ほ

か
〝
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
〟

と
校
内
遊
具
の
ペ
ン
キ
塗
り
な

ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　
用
意
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
百

四
十
本
。
ま
た
、
落
ち
葉
と
小

枝
は
学
校
関
係
者
が
清
掃
を
兼

ね
て
集
め
た
。
校
庭
の
畑
に
二

十
㌢
ほ
ど
掘
っ
た
穴
で
火
を
起

こ
し
、
参
加
者
が
新
聞
紙
と
ア

ル
ミ
ホ
イ
ル
で
く
る
ん
だ
も
の

を
会
員
が
次
々
に
並
べ
た
。

　
焼
き
上
が
り
を
待
つ
間
、
暗

号
を
解
読
す
る
ゲ
ー
ム
や
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
な
ど
も
行
わ
れ
、
参

加
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
親
子
の

触
れ
合
い
を
楽
し
ん
で
い
た
。

昨
年
に
続
き
二
回
目
と
い
う
千

田
日
向
さ
ん
（
同
小
五
年
）
は

「
楽
し
み
。
お
い
し
い
と
い
い

な
っ
て
期
待
し
て
る
」
と
に
っ

こ
り
。

　
お
ば
た
お
や
じ
の
会
の
井
上

敬
也
会
長
は
「
地
域
が
つ
な
が

る
こ
と
は
自
分
自
身
も
う
れ
し

い
し
、
町
の
安
全
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
。
会
を
盛
り
上
げ
、

存
続
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。

〔１〕 ２０１７年（平成２９年）２月２５日（土曜日） 第２・第４土曜日発行 第６８９号

                                                                                    

                     

                     

                     

                     


